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2議会だより　平成27年５月１日

　　　月定例会は、３月５日から３月２４日まで２０日間の会期で開かれました。
　初日に、町長の２７年度施政方針の表明があり、「地方創生」を踏み出すため６つの分野
　「健康づくり」「子育ち・人づくり」「産業づくり」「文化・アート総合戦略」「交通・通信
の充実」「防災対策」に予算編成し、実践していくことを表明しました。
　一般質問には、１０人の議員が登壇し、病院・産業・防災・教育・福祉・鳥獣対策など、
多方面にわたって論戦を展開しました。
　また、条例改正や補正予算などを審議した結果、原案のとおり可決しました。
　２７年度一般会計、特別会計など合わせて１０会計については、総務建設常任委員会、
教育民生常任委員会にそれぞれ付託し、集中審査を行い、すべての予算を原案のとおり可
決しました。

92億600万円 を計上27年度当初予算

６つの分野の主な事業

子育ち応援の充実
　延長保育事業　　　　　　　　　　204万3千円
　内海放課後児童クラブ整備事業　2，355万6千円
　認定こども園建設実施設計事業　1，425万6千円
幼保小中高と一貫した教育
　全小学校にタブレット端末を導入　 2，000万円
　教育指導室の設置　　　　　　　　260万4千円
　内海総合運動公園野球場内野改修工事　350万円

　航路インフラ整備事業
　（福田港駐車場・坂手港整備事業）

1，900万円
　オリーブバス経営改革事業

　 420万円

　小豆島ブランドの強化と商店の活性化
　1億734万1千円

　棚田保全活性化・新たに里村共生室を設置
（鳥獣・野犬対策）　5，685万8千円

　オリーブトップワンプロジェクト　430万8千円

災害に強いまちづくり
　海抜表示の設置　　　　　　60万円
　防災拠点施設太陽光発電導入事業

　8，521万2千円
　馬木地区避難広場整備事業

　2，800万円

健康づくり
　オリーブ・ヘルスケアシステム　　302万5千円
　地区巡回健康相談事業（保健師、栄養士）　 －円
福祉の推進
　多世代交流・多機能施設整備事業

（坂手：遊児老館）　5，040万円
　外出支援サービス　　　　　　　　　 211万円
　商工会と連携した買い物支援サービス

　630万円
　バリアフリー化に向けた整備事業　　 300万円
　内海病院の跡地利用（改修設計委託料）

4，147万2千円
医療の充実
　小豆島中央病院の建設　　　10億7，625万7千円

１
　健康
づ
く
り

２
　子育
ち
・
人
づ
く
り

３
　産業
づ
く
り

戦略的広報プロジェクト
　メディア等を活用した魅力発信事業

433万3千円
文化プロジェクト
　石の文化の世界遺産化　1，400万円
　文化財保存事業　　　 366万2千円
　四国学院大学との演劇文化振興

　200万円
アートプロジェクト
　2016瀬戸内国際芸術祭

　2，683万8千円
　水族館構想の推進　 7，292万5千円
（当初7，000万円、補正292万5千円）

４
　文化
・
ア
ー
ト
総
合
戦
略

５
　航路
振
興
・
交
通

６
　防災
対
策

３
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一つひとつの歩みを重ね、小豆島と日本の創生を目指して

　

18
件
の
条
例
・
予
算
議

案
を
総
務
建
設
、
教
育
民

生
の
各
常
任
委
員
会
に
付

託
し
て
延
べ
4
日
間
に
わ

た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
審

議
を
し
、
意
見
を
つ
け
、

賛
成
多
数
で
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

企
画
財
政
課

Q　

現
在
、
地
域
お
こ
し

　

協
力
隊
員
は
何
名
か
。

Ⓐ　

４
名
。
絵
師
の
岡
村

　

美
紀
、
学
術
専
門
員
の

　

川
宿
田
好
見
、
建
築
家

　

の
向
井
達
也
、写
真
家
・

　

英
語
等
の
教
師
歴
が
あ

　

る
パ
ト
リ
ッ
ク・ツ
ァ
イ
。

　
【
意
見
】

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
活
動
状
況
を
町
広
報
な

ど
で
住
民
に
よ
く
分
か
る

形
で
伝
え
、
分
野
を
拡
大

す
る
方
向
で
産
業
や
観
光

振
興
な
ど
、
町
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
協
力
隊
員
の
活

用
に
努
め
ら
れ
た
い
。

健
康
づ
く
り
福
祉
課

Q

国
保
財
政
で
島
外
医

　

療
機
関
へ
の
支
出
割
合

　

は
。

Ⓐ　

医
療
費
の
６
割
。
軽

　

度
の
手
術
等
も
島
外
医

　

療
機
関
で
受
診
し
て
い

　

る
。
新
病
院
に
は
、
地

　

域
の
人
た
ち
が
受
診
し

　

島
の
医
療
を
守
っ
て
い

　

た
だ
き
た
い
。

　
【
意
見
】

◦
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
改
定
に
つ
い
て
は
、
住

民
へ
十
分
な
説
明
と
周
知

を
徹
底
さ
れ
た
い
。

◦
町
事
業
へ
協
力
し
て
い

る
各
種
団
体
に
つ
い
て
は
、

そ
の
活
動
内
容
や
補
助
金

額
を
精
査
し
、
適
切
に
補

助
を
さ
れ
た
い
。

内
海
病
院

Q　

内
病
と
し
て
、
島
外

　

医
療
機
関
へ
の
受
診
さ

　

れ
る
方
へ
の
対
策
は
。

Ⓐ　

土
庄
中
央
病
院
小
児

　

科
の
閉
鎖
に
伴
い
、
島

　

内
で
唯
一
と
な
る
産
科
・

　

小
児
科
へ
の
受
診
案
内

　

を
行
い
、
透
析
患
者
の

受
入
れ
を
継
続
し
、
医

　

師
不
足
等
の
悪
循
環
の

　

中
、
対
応
し
て
い
る
。

　
【
意
見
】

　

新
病
院
（
小
豆
島
中
央

病
院
）
へ
の
移
行
に
向
け

て
、
島
内
受
診
の
啓
発
に

努
め
る
な
ど
、
気
運
を
高

め
る
と
と
も
に
、
職
員
の

異
動
や
医
療
機
器
の
移
行

が
適
切
か
つ
円
滑
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
努
力
さ
れ
た

い
。

環
境
衛
生
課

Q　

粗
大
ご
み
１
品
目
に

　

つ
き
、
シ
ー
ル
の
貼
り

　

つ
け
だ
が
、
料
金
一
律

　

に
な
ら
な
い
の
か
。

Ⓐ　

応
能
負
担
と
公
平
性

　

の
た
め
、
１
，２
８
０
円

　

を
上
限
に
4
階
層
に
分

　

け
て
い
る
。

　
【
意
見
】

　

粗
大
ご
み
の
収
集
方
法

や
料
金
に
つ
い
て
は
、
住

民
や
委
託
業
者
に
十
分
な

説
明
と
周
知
を
行
い
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

町税
　1，498
　　16．3％

繰入金
474
5．1％

諸収入
266
2．9％

衛 生 費
　2，159
　　　23．5％

民 生 費
　1，838
　　　20．0％

教 育 費
　1，295
　　　14．1％

総 務 費
　1，270
　　　13．8％

公 債 費
　877　9．5％

土 木 費
　591
　　6．4％

消 防 費
　525
　　　5．7％

農林水産業費
237
2．6％

商 工 費
264
2．9％

議 会 費
102
1．1％

労 働 費
35
0．4％

そ の 他
13
0．1％

地方交付税
3，650
39．6％

自主財源
2，569
27．9％

依存財源
6，637
72．1％

町債
1，474
16．0％

国庫支出金
615
6．7％

県支出金
614
6．7％

地方消費税交付金
191
2．1％

地方贈与税
58
0．6％

その他の交付金
36
0．4％

（単位は百万円、構成比は％、百万円未満は四捨五入）
※端数処理の関係上、数値が合わない場合がある

●歳入内訳 ●目的別歳出内訳

使用料及
び手数料
199
2．2％

分担金及
び負担金
58
0．6％

その他
73
0．8％

平
成
27
年
度
予
算
・
意
見
を
つ
け
て
可
決
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　補正
予
算

一
般
会
計
（
第
7
号
、
第

8
号
）

　

会
期
中
に
2
つ
の
補
正

予
算
が
提
案
さ
れ
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
１
１
０

億
５
７
３
万
3
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
（
第
7
号
補
正
）

2
億
２
，４
０
０
万
円
は
、

国
の
経
済
対
策
交
付
金
に

係
る
、
空
き
家
を
活
用
し

た
移
住
交
流
促
進
事
業
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ

る
地
元
商
店
活
性
化
事
業
、

新
病
院
開
院
に
向
け
た
医

師
確
保
等
の
事
業
に
追
加

配
分
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

補
正
で
す
。

　
（
第
8
号
補
正
）

△
2
億
１
，３
４
８
万
6
千

円
は
、
地
方
創
生
に
伴
う

事
業
な
ど
を
４
月
以
降
も

切
れ
目
な
く
実
施
す
る
た

め
繰
り
越
し
て
執
行
す
る

た
め
の
予
算
手
続
き
の
ほ

か
、
そ
の
殆
ど
が
事
業
費

精
算
に
よ
る
減
額
が
主
な

も
の
で
す
。

総
務
費
関
係

移
住
交
流
促
進
事
業

２
，０
０
２
万
4
千
円

　

空
き
家
を
活
用
し
た
モ

デ
ル
事
業
へ
の
委
託
料
等

で
す
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
実
行

委
員
会
負
担
金

７
０
０
万
円

衛
生
費

地
域
医
療
再
生
事
業

４
，６
７
０
万
円

　

地
域
医
療
を
守
る
た
め

の
研
修
会
開
催
と
医
師
の

確
保
対
策
で
す
。

商
工
費

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ

る
地
元
商
店
活
性
化
事
業

６
，５
２
０
万
円

土
木
費
関
係

植
松
都
市
下
水
路

再
整
備
工
事

１
，８
０
０
万
円

　

国
費
が
追
加
配
分
さ
れ

た
た
め
で
す
。

議
案
審
議

　条例
制
定

小
豆
島
町
企
業
立
地
の
促
進

等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産

業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
第
10
条
第
1

項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を

定
め
る
条
例

　

工
場
立
地
法
の
特
例
と
し

て
、
緑
地
面
積
率
及
び
環
境

施
設
面
積
率
を
条
例
で
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例

　

教
育
行
政
の
権
限
と
責
任

を
明
確
に
す
る
た
め
、
町
長

が
任
免
を
行
う
教
育
長
が
町

の
教
育
行
政
の
責
任
者
と
し

て
教
育
事
務
を
行
う
な
ど
の

改
正
で
す
。

　条例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

県
下
で
最
低
水
準
の
税
率

の
結
果
、
国
保
事
業
の
財
政

運
営
は
、
毎
年
、
赤
字
を
計

上
し
て
お
り
、
補
て
ん
し
て

き
た
基
金
も
26
年
度
末
で
枯

渇
す
る
状
況
の
た
め
、
27
年

度
は
町
民
周
知
、
28
年
度
か

ら
税
率
の
改
正
を
し
ま
す
。

手
数
料
条
例
等

　

粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い

て
は
、
年
１
回
、
無
料
で
収

集
し
て
い
た
が
、
27
年
度
か

ら
、
各
戸
か
ら
の
申
込
み
に

応
じ
て
有
料
で
収
集
す
る
手

数
料
の
改
正
を
し
ま
す
。

介
護
保
険
条
例

　

第
６
期
の
介
護
保
険
料
の

設
定
に
あ
た
り
、
計
画
期
間

に
必
要
と
さ
れ
る
保
険
料
か

ら
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
被
保
険
者
の

負
担
能
力
に
応
じ
た
保
険
料

の
設
定
を
す
る
も
の
で
す
。

　
町
議
会
委
員
会
条
例

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
条
例
第
19
条
中
の
「
教

育
委
員
会
の
委
員
長
」
を

　
「
教
育
委
員
会
の
教
育
長
」

に
改
め
る
も
の
で
す
。

※
そ
の
他
の
一
部
改
正
条
例

◦
行
政
組
織
条
例

◦
防
災
会
議
条
例

◦
災
害
対
策
本
部
条
例

◦
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
◦
小
豆
島
町
ひ
と
り
親
家
庭

　

等
医
療
費
支
給
に
関
す
る

　

条
例

◦
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関

　

す
る
条
例

◦
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療

　

費
支
給
に
関
す
る
条
例

◦
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

　

等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

　

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
そ
の
他
の
審
議
事
項

◦
小
豆
医
療
組
合
規
約
の
全

　

部
変
更

◦
香
川
県
広
域
水
道
事
業
体

　

設
立
準
備
協
議
会
の
設
置

◦
小
豆
島
町
辺
地
総
合
整
備

　

計
画
の
策
定
及
び
変
更

◦
小
豆
島
町
過
疎
地
域
自
立

　

促
進
計
画
の
変
更

◦
植
松
都
市
下
水
路
２
号
雨

　

水
幹
線
新
設
工
事
（
そ
の

　

２
）
に
係
る
工
事
請
負
契

　

約
の
変
更

　議員
発
議

　

庁
舎
問
題
特
別
委
員
会
の

設
置

　

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
改
選

前
の
前
期
に
て
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
審
議
を
続
け
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
病

院
建
設
に
よ
る
「
内
海
病
院

跡
地
利
用
」
を
含
め
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
継
続
し
て
調

査
、
検
討
す
る
も
の
で
す
。

委
員
長　
　

大
川
新
也

副
委
員
長　
　

谷　

康
男

委　
　

員　
　

浜
口　

勇

　

〃　
　
　

秋
長
正
幸

　

〃　
　
　

安
井
信
之

　

〃　
　
　

藤
本
傳
夫

　

〃　
　
　

松
下　

智

　

〃　
　
　

坂
口
直
人

人
権
擁
護
委
員
の
選
任

新
任

　

渡
辺
克
栄　
氏
（
苗
羽
）

退
任

　

石
井
葉
子　
氏
（
馬
木
）

再
任

　

坂
元
い
さ
子　
氏
（
吉
野
） 渡辺克栄　氏

跡地利用が今後検討される内海病院
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一
般
質
問

5

質
問　

現
在
、
島
内
の
二

つ
の
町
立
病
院
は
医
師
不

足
の
た
め
四
苦
八
苦
し
て

い
る
。
こ
れ
で
は
将
来
の

島
の
医
療
が
不
安
で
あ
る
。

　

医
師
に
な
っ
て
島
の
医

療
に
携
わ
る
人
材
を
育
て

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
子
供
の
こ
ろ
か

ら
医
療
の
大
切
さ
、
重
要

さ
を
教
え
て
、
小
学
生
・

中
学
生
の
頃
か
ら
見
つ
け

出
し
て
医
療
職
に
就
く
よ

う
に
誘
導
し
て
指
導
す
る

こ
と
、
そ
し
て
将
来
、
島

へ
帰
る
医
学
生
に
は
貸
付

制
度
で
は
な
く
、
授
業
料

を
本
人
に
代
わ
っ
て
助
成

し
、
更
に
家
賃
な
ど
の
生

活
費
も
助
成
し
て
、
島
で

将
来
活
躍
す
る
医
師
の
養

成
を
目
指
す
べ
き
だ
と
思

う
が
。

答
弁　

島
の
発
展
に
は
地

域
医
療
の
確
保
が
前
提
と

な
る
。
新
し
く
で
き
る
小

豆
島
中
央
病
院
は
医
師
の

確
保
が
最
も
大
切
で
あ
る
。

子
供
の
頃
か
ら
医
師
を
目

指
す
人
材
を
見
つ
け
応
援

し
、
貸
与
で
は
な
く
て
給

付
の
奨
学
金
や
色
々
な
支

援
策
は
一
つ
の
案
で
あ

る
の
で
更
に
勉
強
し
て

い
く
。

　

島
出
身
の
島
外
で
活

躍
す
る
医
師
は
30
名
以

上
お
り
、
島
へ
帰
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
が
、
最

も
必
要
な
条
件
は
医
師

と
し
て
や
り
が
い
の
あ

る
病
院
で
あ
る
こ
と
や

医
療
技
術
の
習
熟
が
可

能
な
病
院
で
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
島
民
が
自
分
た

ち
の
病
院
で
あ
る
こ
と

質
問　

島
の
主
幹
産
業
の

衰
退
は
、
人
口
の
減
少
を

加
速
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
。

　

県
水
道
事
業
統
合
が
検

討
さ
れ
て
い
く
中
で
、
支

援
策
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

小
豆
島
の
活
性
化

の
た
め
に
、
働
く
場
の
確

保
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

小
豆
島
は
醤
油
、
佃
煮
、

そ
う
め
ん
、
オ
リ
ー
ブ
な

ど
の
地
場
産
業
が
発
展
し

て
き
た
が
、
食
生
活
の
多

様
化
・
円
安
・
従
業
員
の

確
保
と
か
い
ろ
い
ろ
な
要

因
で
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
し
い

環
境
下
で
頑
張
っ
て
い
る
。

離
島
振
興
法
に
基
づ
く
支

援
策
も
一
部
導
入
し
て
い

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
十
分

と
は
言
え
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
水
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
中
で

の
水
道
料
金
の
設
定
で
あ

っ
た
。
事
業
の
広
域
化
の

議
論
が
あ
っ
て
、
留
保
財

源
を
ど
う
活
用
す
る
か
と

い
う
問
題
も
あ
る
の

で
、
一
度
水
道
料
金

の
あ
り
方
、
支
援
策

と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
に
つ
い
て
検
討

を
し
た
い
。

　

企
業
支
援
策
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

緊
急
対
策
と
経
済
支

援
と
い
う
こ
と
で
理

解
す
べ
き
な
の
で
、

で
き
る
だ
け
速
や
か

に
議
会
と
も
相
談
し

て
結
論
を
得
た
い
。

中
・
長
期
的
に
検
討

す
る
こ
と
と
、
今
、

大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
の
で
、
緊
急
の
支
援

策
と
し
て
、
水
道
料
金
の

軽
減
が
内
部
留
保
財
源
な

ど
を
活
用
し
て
で
き
る
か

ど
う
か
速
や
か
に
検
討
し

た
い
。

を
自
覚
し
、
応
援
し
利
用

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

新
病
院
へ
は
香
川
大
学

が
全
面
的
に
協
力
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

新
病
院
長
の
予
定
者
の

佐
藤
先
生
は
医
師
確
保
の

た
め
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

る
。

浜　口　　勇　議員

安井　信之　議員

町
「
医
師
の
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、

　
　

土
庄
町
と
も
相
談
し
検
討
し
て

　
　

い
き
た
い
」

島
の
医
師
確
保
に
つ
い
て

町
「
産
業
支
援
策
の
一
つ
に
、

　
　

水
道
の
負
担
軽
減
を
議
論
し
て

　
　

い
き
た
い
」

地
場
産
業
を
応
援
す
る
取
組
に
つ
い
て

建設が進む小豆島中央病院
（将来の島の医療を担う）

町内の水道水源を担う内海ダム
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一
般
質
問

質
問　

鳥
獣
被
害
は
農
業

問
題
を
超
え
社
会
問
題
と

捉
え
て
い
る
。

　

木
庄
地
区
で
は
4
回
の

講
演
会
を
開
き
、
作
業
も

2
回
行
っ
た
。平
成
21
年
、

8
匹
の
捕
獲
が
昨
年
は
何

匹
だ
っ
た
の
か
。
道
か
ら

の
猪
も
多
い
。
国
道
、
県

道
、
町
道
の
山
裾
に
柵
が

必
要
だ
と
思
う
。
捕
獲
を

増
し
、
オ
リ
ー
ブ
猪
と
し

て
売
り
出
し
た
ら
ど
う
か
。

	

答
弁　

猪
対
策
は
社
会
問

題
と
し
て
捉
え
里
村
共
生

室
を
設
け
費
用
も
増
や
す
。

町
道
は
条
件
が
そ
ろ
え
ば

許
可
し
て
い
る
。

　

国
道
等
は
道
路
法
も
あ

り
標
識
の
呼
び
か
け
し
か

出
来
な
い
。
猪
の
捕
獲
、

昨
年
は
４
０
０
匹
で
急
増

し
て
い
る
。
オ
リ
ー
ブ
猪

に
す
る
に
は
課
題
も
多
く

今
す
ぐ
は
難
し
い
。

質
問　

こ
の
制
度
は
地
方

格
差
や
過
疎
な
ど
に
よ
る

税
収
の
減
少
に
悩
む
自
治

体
に
対
し
て
の
格
差
是
正

を
推
進
す
る
為
に
創
設
さ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
納
税

寄
付
件
数
と
金
額
は
い
く

ら
か
。
返
礼
に
は
特
産
品

の
ほ
か
に
宿
泊
施
設
の
優

待
、
船
の
優
待
券
や
割
引

券
を
加
え
る
こ
と
の
可
能

性
は
。

答
弁　

26
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
は
１
２
３
件
３
２

３
万
１
千
円
。
件
数
に
お

い
て
は
飛
躍
的
に
伸
び
た
。

返
礼
に
つ
い
て
、
基
本
的

に
寄
付
額
の
３
割
還
元
を

考
え
て
い
る
。
金
額
的
な

ラ
ン
ク
の
中
で
フ
ェ
リ
ー

回
数
券
な
ど
使
用
可
能
な

ら
前
向
き
に
検
討
す
る
。

宿
泊
券
等
も
証
明
が
あ
れ

ば
組
み
込
む
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

イノシシ柵の設置　講習会（木庄）

森　　　崇　議員

柴田　初子　議員

町
「
寄
付
金
控
除
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

　
　

良
識
の
範
囲
内
で
特
産
品
を

　
　

選
定
し
た
い
」

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

質
問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
は
家
計
の
支
援
と

個
人
消
費
の
喚
起
を
促
す

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

取
り
扱
い
は
商
工
会
、

商
品
券
使
用
は
加
盟
店
限

定
と
の
こ
と
だ
が
、
発
行

の
趣
旨
か
ら
す
る
と
未
加

入
の
商
店
で
も
使
え
る
よ

う
再
検
討
は
。
千
円
券
だ

け
で
な
く
五
百
円
券
の
発

行
は
。

	

答
弁　

指
摘
の
と
お
り
、

よ
り
幅
広
い
地
元
商
店
で

使
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

今
後
、
商
工
会
と
も
十
分

相
談
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
使
い
や
す
い
商

品
券
と
な
る
よ
う
検
討
し

た
い
。
五
百
円
券
に
つ
い

て
は
取
り
扱
い
に
手
違
い

が
出
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
千
円
券
を
12
枚
に
し
た

１
セ
ッ
ト
販
売
方
法
を
取

り
た
い
。

町
「
幅
広
く
地
元
商
店
で
利
用
で
き
る

　

よ
う
商
工
会
と
十
分
協
議
す
る
」

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
取
り
扱
い
に
つ
い
て

町
「
里
村
共
生
室
を
設
置

　
　

し
、
鳥
獣
害
対
策
を

　
　

地
域
と
共
に
進
め
る
」

猪
被
害
の

対
策
に
つ
い
て

町
「
高
潮
対
策
の
進
捗
率

　
　

は
順
調
に
推
移
し
て

　
　

い
る
」

災
害
に
強
い町

づ
く
り

町
「
で
き
る
だ
け
的
確
に

情
報
提
供
に
努
め
る
」

広
報
の

あ
り
方
に
つ
い
て

質
問　

広
報
の
あ
り
方
の

改
善
に
取
り
組
む
と
あ
る
。

町
民
を
思
う
な
ら
自
治
会

放
送
の
改
善
や
住
民
票
に

基
づ
い
て
い
る
こ
と
の
見

直
し
が
必
要
と
思
う
が
。

	

答
弁　

町
長
自
ら
が
直
接

対
話
を
行
っ
て
い
く
。
住

民
票
を
移
さ
ず
殆
ど
小
豆

島
町
に
居
る
人
は
、
地
区

総
代
に
申
し
出
て
ほ
し
い
。

質
問　

県
は
南
海
ト
ラ
フ

の
被
害
を
考
え
計
画
を
見

直
す
。

　

高
潮
対
策
の
進
捗
率
と

蒲
生
に
高
校
が
出
来
る
が

住
民
や
高
校
生
の
安
全
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

	

答
弁　

県
の
説
明
は
今
か

ら
で
す
。
町
責
任
の
進
捗

率
は
１
０
０
％
、
新
高
校

の
校
舎
位
置
は
海
抜
６ｍ
、

運
動
場
は
４
ｍ
の
高
さ
で

あ
る
。

　

入
部
、
蒲
生
の
高
潮
対

策
も
順
次
整
備
す
る
。

ふるさとに有効な活用を
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一
般
質
問

で
年
間
約
35
時
間
、
中
学

校
で
は
各
学
年
１
４
０
時

間
実
施
。
英
語
教
育
改
革

実
施
計
画
に
沿
っ
て
推
進

す
る
。

②
外
国
語
活
動
支
援
員
等

人
的
教
育
環
境
を
整
備
し
、

英
語
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
し
、
２
人
体
制
の
授
業

を
展
開
し
て
い
る
。

③
義
務
教
育
終
了
時
点
は

質
問　
「
水
族
館
は
小
豆

島
ま
た
瀬
戸
内
圏
の
多
く

の
事
に
貢
献
で
き
る
」
と

あ
り
、
用
地
取
得
や
町
道

拡
幅
に
予
算
計
上
さ
れ
て

い
る
。
建
設
決
定
で
は
な

く
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
。

今
後
、
議
会
で
議
論
し
住

民
の
声
を
聞
く
べ
き
で
は
。

	

答
弁　

決
定
で
は
な
く
候

補
地
で
あ
る
が
、
水
族
館

一
連
の
予
算
措
置
を
含
め

島
全
体
の
活
性
化
の
観
点

か
ら
も
必
要
で
あ
り
、
実

現
の
た
め
全
力
で
頑
張
る
。

具
体
的
に
は
今
後
多
く
の

人
の
意
見
を
頂
き
、
議
論

し
て
い
く
。

坂口　直人　議員

難
し
い
。
だ
が
、
英
語
が

身
に
つ
く
環
境
を
整
え
る

計
画
が
進
ん
で
い
る
。
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
対

象
と
な
る
英
語
教
室
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

大川　新也　議員

地域おこし協力隊員（パトリック・
ツァイ）による英会話教室

町
「
英
語
教
育
改
革
実
施
計
画
に

沿
っ
て
推
進
す
る
」

小
学
校
か
ら
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

質
問　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
の
拡
充
は
、

暮
ら
し
や
す
さ
や
町
政
へ

の
参
加
意
欲
に
つ
な
が
り
、

災
害
時
に
は
大
き
な
強
み

に
な
る
。
今
後
運
用
し
て

い
く
考
え
は
。

答
弁　

相
互
に
や
り
と
り

が
可
能
な
通
信
手
段
と
し

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
等
が
あ
る
。
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
情
報
を
発
信
し
、

世
界
中
に
小
豆
島
の
魅
力

が
発
信
で
き
る
。
さ
ら
に

災
害
時
に
は
大
き
な
情
報

発
信
力
が
期
待
さ
れ
る
。

今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

も
含
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
小
豆
島

町
ら
し
い
魅
力
あ
る
運
用

を
考
え
て
い
く
。

質
問　

①
学
校
に
お
け
る

英
語
教
育
の
現
状
と
今
後

の
見
通
し
は
。

②
小
学
生
か
ら
英
語
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
方
策

は
。

③
義
務
教
育
終
了
時
、
ど

の
く
ら
い
力
を
つ
け
て
い

る
の
か
。

答
弁　

①
小
学
校
高
学
年

町
「
地
域
戦
略
室
を
設
置
し
、
地
域
懇
談
会
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
見
直
し
を
進
め
る
」

行
政
と
町
民
が
つ
な
が
る
た
め
に

町「
建
設
決
定
で
は
な
い
」

今
、
水
族
館
は必

要
か

質
問　

26
年
度
当
初
予
算

95
億
、
幾
度
と
補
正
が
計

上
さ
れ
最
終
で
１
１
０
億

と
15
億
円
増
え
た
。
年
度

中
に
、
国
の
補
助
金
等
が

あ
り
、
必
要
性
は
感
じ
る

が
一
般
財
源
か
ら
も
8
億

円
投
入
。
こ
れ
で
は
当
初

予
算
の
意
味
が
な
く
、
特

に
6
月
議
会
へ
の
補
正
計

上
に
は
疑
問
に
思
う
が
。

	

答
弁　

当
初
予
算
と
は
施

政
方
針
を
具
体
化
す
る
予

算
で
あ
る
。
し
か
し
、
国

の
予
算
次
第
で
次
年
度
当

初
に
決
定
も
あ
る
の
が
現

状
。
そ
の
都
度
、
説
明
し

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

て
い
る
。

町
「
施
政
方
針
を
具
体
化

　
　

す
る
予
算
で
あ
る
」

年
度
当
初
予
算
の

意
味
は

質
問　
「
内
海
病
院
跡
地

を
庁
舎
の
一
部
と
し
て
活

用
す
る
」
と
あ
る
が
、
議

会
は
現
在
候
補
地
の
承
認

の
み
で
あ
る
。
庁
舎
問
題

も
議
論
が
必
要
で
は
。

	

答
弁　

決
定
し
た
訳
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
病
院
跡

地
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

を
前
提
に
執
行
部
案
で
あ

り
、
今
後
議
会
を
は
じ
め

住
民
の
皆
様
と
議
論
し
結

論
を
得
た
い
。

町
「
あ
く
ま
で
案
で
あ
る
」

新
庁
舎
問
題
は

病
院
跡
地
に
決
定
か

そ
の
他
の
質
問

　
（
紙
面
の
都
合
で

タ
イ
ト
ル
の
み
）

◦
青
壮
年
層
の
健
康
・

人
づ
く
り
は

◦
Ｕ
タ
ー
ン
者
の

実
態
把
握
は

◦
防
災
へ
の

ハ
ー
ド
面
対
応
は

◦
避
難
場
所
表
示
の

設
置
は
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質
問　

小
豆
島
の
中
期
財

政
計
画
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
26
・
27
年
度

の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
は
赤
字
だ
。
町
は
合
併

時
よ
り
も
「
町
債
は
増
え

た
が
、
基
金
も
増
え
た
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
合
併
に
よ
る

算
定
が
え
は
こ
れ
か
ら
な

く
な
る
。
ど
の
事
業
も
大

切
な
施
策
だ
と
思
う
が
、

は
っ
き
り
優
先
順
位
を
つ

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

企
画
振
興
部
の
中
で
、

財
政
と
事
業
振
興
は
分
け

て
、
別
の
部
と
な
り
、
収

入
役
の
よ
う
な
役
を
置
い

て
は
。

答
弁　

国
の
制
度
と
し
て

の
地
方
財
政
支
援
が
あ
る

こ
の
数
年
で
、
大
き
な
事

業
を
実
現
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
新
病

院
の
建
設
や
、
子
育
て
・

子
育
ち
の
環
境
整
備
、
人

口
減
少
を
克
服
す
る
た
め

の
諸
施
策
を
行
う
積
極
的

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

　

中
・
長
期
の
財
政
見
通

し
は
、
国
の
算
定
が
え
終

了
後
の
新
た
な
財
政
支
援

の
動
向
も
あ
り
、
そ
う
遠

く
な
い
時
期
に
議
会
に
提

出
す
る
。

　

26
年
度
の
合
併
特
例
加

算
額
は
4
億
３
，８
０
０
万

円
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
5

年
で
無
く
な
る
。
対
応
策

と
し
て
い
ろ
ん
な
財
源
を

有
利
な
活
用
で
財
政
の
健

全
性
を
保
っ
て
い
く
。

　

企
画
事
業
と
財
政
に
つ

い
て
は
、
同
じ
部
署
に
存

在
す
る
こ
と
で
、
即
時
的
・

効
果
的
な
対
応
を
可
能
に

し
て
い
る
。
当
然
な
が
ら

質
問　

私
た
ち
の
暮
ら
す

小
豆
島
で
は
、
年
を
経
る

ご
と
に
昔
を
思
い
だ
さ
せ

る
よ
う
な
懐
か
し
く
も
心

に
優
し
い
風
景
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
な
お
優
し
い
街
並
み
・

景
観
・
自
然
を
残
す
地
域

に
は
そ
れ
な
り
の
対
応
が

必
要
で
あ
り
、
地
域
に
暮

ら
す
人
々
が
「
ふ
る
さ
と

の
景
観
」
保
全
を
重
要
視

し
、
行
政
も
ま
た
長
期
的

な
計
画
の
も
と
、
保
全
策

を
強
力
に
推
進
し
て
ゆ
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
環

境
（
景
観
）
保
全
に
こ
そ
、

今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
す

る
観
光
に
対
応
で
き
る
要

素
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
。

　

小
豆
島
町
と
し
て
「
ふ

る
さ
と
の
景
観
」
保
全
に

対
す
る
姿
勢
、
更
に
は
今

後
の
具
体
策
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

	

答
弁　

従
来
よ
り

棚
田
保
全
活
性
化

事
業
や
醤
の
郷
条

例
制
定
に
よ
る
景

観
保
全
事
業
及
び

構
想
を
進
め
て
き

た
。

　

27
年
度
、
ま
ず

全
国
的
に
有
名
な

愛
媛
県
内
子
町
へ

先
進
地
視
察
を
行

い
、
ま
た
地
域
戦

略
室
を
設
置
し
、

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
に
向
け
本
格

的
な
取
り
組
み
を

開
始
し
た
い
。

藤本　傳夫　議員

中松　和彦　議員

町
「
地
域
戦
略
室
」
を
中
心
に
本
格

的
な
取
り
組
み
を
始
め
る

　
「
ふ
る
さ
と
の
景
観
」
を
保
全
し
、

次
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く
に
は伝統的な町並みが息づく苗羽地区

町
「
国
の
動
向
を
見
て

中
期
財
政
計
画
の
作
成
中
で
あ
る
」

小
豆
島
町
の
財
政
の
見
通
し
は※△マイナス表示は資金不足額が基準以下。

10年
合併算定替
による交付
税の増加額

0.9 0.7 0.5 0.3 0.1

健全化判断比率 平成25年度 Ｈ24 Ｈ23 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率
連結実績赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

△13．77％
△57．77％
5．80％

△76．90％

△11．19％
△54．31％
6．50％

△71．70％

△15．63％
△57．10％
7．60％

△57．80％

14．66％
19．66％
25．00％
350．00％

査
定
が
甘
く
な
る
こ
と
は

な
い
。
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な
消
費
喚
起
効
果
や
、
新

規
の
消
費
誘
発
効
果
な
ど

が
、
果
実
と
し
て
現
れ
る

こ
と
は
な
い
。
重
要
な
こ

と
は
、
次
年
度
以
降
も
継

続
す
る
こ
と
が
、
目
的
達

成
の
必
要
不
可
欠
な
要
素

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

	

答
弁　

町
内
消
費
の
拡
大

を
は
か
る
た
め
に
は
、
地

元
商
店
で
買
い
物
を
す
る

い
う
町
民
の
声
に
応
え
、

国
保
税
の
引
き
上
げ
は
や

め
、
国
へ
の
国
庫
負
担
引

き
上
げ
要
請
と
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
で
負
担
軽
減

を
す
べ
き
で
は
。

	

答
弁　

国
保
会
計
は
赤
字

で
あ
り
、
28
年
度
に
２
％

の
引
き
上
げ
を
す
る
現
在

の
案
が
現
時
点
で
は
ベ
ス

ト
だ
と
考
え
る
。

松　下　　智　議員

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
町

内
に
限
定
し
た
商
品
券
事

業
の
継
続
的
な
実
施
も
一

つ
の
方
策
と
考
え
て
い
る
。

　

継
続
的
に
実
施
す
る
場

合
に
は
、
町
民
の
税
金
の

活
用
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
、
商
工
会
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
・
町
議
会

等
の
意
見
に
沿
っ
て
対
応

し
た
い
。

鍋谷真由美　議員

町
「
町
内
消
費
の
拡
大
を
図
る
た
め

に
も
継
続
の
方
向
で
検
討
す
る
」

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
の
継
続
を

質
問　

高
校
跡
地
問
題

は
、
昨
年
の
９
月
議
会
で

質
問
し
た
が
、
そ
の
後
の

経
緯
・
進
展
状
況
は
。

	

答
弁　

跡
地
利
用
方
策
検

討
会
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

本
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
設
置
の
検
討
と
、

必
要
に
応
じ
て
議
会
等
に

報
告
す
る
と
答
弁
し
た
が
、

そ
の
後
進
展
が
な
い
状
況

で
あ
る
。
高
校
統
合
ま
で

あ
と
２
年
、
早
い
時
期
に

跡
地
部
会
を
開
催
す
る
よ

う
要
望
し
た
い
。

　

こ
の
課
題
は
、
閉
校
と

な
る
29
年
３
月
ま
で
に
決

定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
期
限
に
と
ら
わ
れ
ず

に
慎
重
に
検
討
を
行
い
、

本
町
の
将
来
に
有
益
な
活

用
を
図
り
た
い
。

質
問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
の
目
的
は　

①
町
内
で
の
消
費
喚
起
と

　

消
費
拡
大

②
地
域
商
業
の
活
性
化

③
町
内
経
済
の
振
興
な
ど

　

が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
目
的
達
成
に
は
、

単
年
度
事
業
で
終
わ
る
こ

と
で
は
、
住
民
の
直
接
的

町
「
早
い
時
期
に
、
跡
地
部
会
を
開
催
す
る
よ
う
要
望
す
る
」

県
教
委
の
高
校
跡
地
活
用
検
討
会
で
の
経
緯
状
況
は

町
「
28
年
度
に
2
％
の

引
き
上
げ
を
す
る
」

高
い
国
保
税
の

引
き
下
げ
を

質
問　

戦
後
70
年
の
今

年
、
戦
争
体
験
集
の
発
行

な
ど
過
去
の
悲
惨
な
戦
争

を
風
化
さ
せ
る
事
な
く
、

平
和
を
考
え
る
場
を
提
供

す
る
施
策
に
取
り
組
む
べ

き
だ
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
に
戦
争
の
真
実
を
教
え

る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。

	

答
弁　

平
和
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
は
非
常
に
重
要
。

町
「
前
向
き
に検討

し
た
い
」

戦
争
体
験
集
発
行
な
ど

平
和
の
施
策
を

質
問　

介
護
保
険
要
介
護

認
定
者
へ
の
障
害
者
控
除

証
明
書
の
発
行
は
、
要
介

護
度
の
重
い
65
歳
以
上
の

高
齢
者
が
、
障
害
者
手
帳

が
な
く
て
も
、
町
が
認
定

す
る
こ
と
で
、
障
害
者
控

除
を
利
用
で
き
る
も
の
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
町

民
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

対
象
者
に
介
護
保
険
通
知

と
一
緒
に
申
請
の
お
知
ら

せ
を
し
て
は
ど
う
か
。

	

答
弁　

要
介
護
４
、
５
の

方
は
、
障
害
者
控
除
に
該

当
す
る
扱
い
に
し
、
確
定

申
告
時
に
、
個
別
に
申
請

の
案
内
を
す
る
。
そ
れ
以

外
の
方
に
は
、
広
報
等
で

知
ら
せ
る
。

町
「
要
介
護
４
、
５
の
人

に
は
通
知
を
す
る
」

障
害
者
控
除

　認
定
証
明
書
の

周
知
徹
底
を

三豊市で発行された
戦争体験集

そ
の
他
の
質
問

　
（
紙
面
の
都
合
で

タ
イ
ト
ル
の
み
）

◦
交
通
対
策

◦
鳥
獣
対
策

ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進
す

る
中
で
、
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。
戦
争
体
験
集

は
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
提
案

を
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

国
保
税
が
高
い
と

広大な敷地をもつ小豆島高校
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小学生
議　会

小豆島町

「
町
長
・
教
育
長
に
質
問
！
」

　

２
月
10
日
、
苗
羽
小
学
校
の
児
童
15
人
に
よ
る
、
小

学
生
議
会
が
開
か
れ
、
子
ど
も
視
点
か
ら
み
た
、
素
直

な
町
政
に
対
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

答　　　今のところ、朝の
放送は考えていません。
地域ごとに決められた、
ごみ出しのルールを守る
こととごみに関する情報
をもっとお知らせしてい
きます。

ごみの先出しをなく

すために、朝の放送

で呼びかけてみては。

岡
おか

　田
だ

　　里
さと

	議員

友達が増えるので、
統合に賛成です。
町内の小学校の統合
はあるのでしょうか。

答　　　小学校は、地域を
愛する心の育成と学びの
基礎を作る場と考えてい
ます。ぎりぎりのところ
まで存続させる方針であ
り、当分の間は、統合す
る考えはありません。海

うみ

野
の

　碧
あお

音
ね

	議員

答　　　現在、小豆島全体
の公共交通の仕組みを見
直しています。運賃、運
行ルートや時間帯などを
改善しますので、皆さん
バスを利用してください。

高等学校が蒲生にで
きる頃、今よりもバ
スの便数が増え、接
続もよくなっている
のでしょうか。

河
こう

野
の

　慎
しん

也
や

	議員

外国人観光客から、
美しい町と思われる
ように、子どもたち
がデザインしたゴミ
箱を置いてみては。

答　　　前回の瀬戸芸の会
場16カ所に小学生の標語
を掲示したごみ箱を設置
しました。2016年もアイ
デアを生かして、マナー
が高まる工夫を凝らした
いと思います。 　林

はやし

　　叶
かな

　大
た

	議員

答　　　新しい病院建設や文化・
アートを使って地域が元気にな
る取り組みに使っています。
　秘訣は、地域や議員の意見を
聞きながら、お金を使う予定「予
算」をたてることです。

住民から集めた税金を、何

に重点的に使っていますか。

無駄遣いをしない秘訣は。

小
こばやし

林　琉
りゅうせい

生	議員

カーブミラーや押しボタン
信号を設置する等、交通安
全に関する取組を教えて下
さい。

答　　　春、夏、秋、冬に交通安
全キャンペーンを実施していま
す。カーブミラー等は自治会か
ら要望を取りまとめ設置し、信
号機は警察にお願いしています。

千
せん

壽
じゅ

　ちよ	議員

答　　　地震が発生した場合に被
害を正しく伝える、津波ハザー
ドマップや地面の高さを表示し
た海抜表示の看板を設置する取
組をしています。

予測される大地震にどのよ

うな津波対策を立てていま

すか。

笹
ささ

谷
たに

　真
ま

紘
ひろ

	議員

本の魅力を味わえるよう、

むとす館で読み聞かせの会

を行う予定はありますか。

答　　　毎月、第１・第２日曜日
に読み聞かせの会を行っていま
す。本の魅力を味わってもらえ
るよう、周知方法を工夫してい
きたいと思います。

佐
さえき

伯　菜
な

摘
つみ

	議員
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答　　　ホームヘルプというサー
ビスを小豆島町５施設、土庄町

３施設で利用できます。

島には、障がいのある人を

一時的に預かってくれる施

設はないのでしょうか。

　震
たつみ

　　葵
あお

　衣
い

	議員

介護について、今後の町と

しての取組を教えて下さい。

答　　　元気な高齢者を増やし、
自宅や地域で暮らせることが大
切です。介護の必要な方には、
小規模多機能型施設を６区域で
整備中、内海病院跡地利用とし
て特別養護老人ホームの整備計
画をしています。 澤

さわ

井
い

　優
ゆう

花
か

	議員

答　　　小豆島の魅力を高めるこ
とと地場産業を育てることです。
そのために、国や県などにはた
らきかけて、海の交通の支援に
取り組んでいきたいと思います。

船の運賃を今よりも安くす

るには、どうすればいいで

すか。

立
たて

　石
いし

　　壮
そう

	議員

イノシシ、サル、シカなど

の野生動物に対する今後の

取組を教えて下さい。

答　　　数を減らすため、ワナで
捕まえる「捕獲」と、270年前の
しし垣と同じように人の住む所
へ出ないよう「金網」を張って
いきます。

髙
たか

橋
はし

　涼
すず

花
か

	議員

答　　　2016年の瀬戸芸に向けて、
伝統的な醤油や佃煮、素麺、オ

リーブと芸術などの新しい分野

を小豆島の魅力（自慢）として

発信したいと思います。

今後、どのような産業の育

成に力を入れ、小豆島の自

慢を発信していきますか。

鳥
とり

居
い

　万
ま

椰
や

	議員

ヘリポートを新病院の屋上

に造る予定はありますか。

答　　　新病院の屋上には設けて
いません。ヘリコプターで搬送

する場合の離発着場として「ふ

るさと村グラウンド、芝生広場」

を利用予定です。 田
た

村
むら

　海
かい

帆
ほ

	議員

2016年、３回目の瀬戸芸

の計画はどうなっています

か。

答　　　前回エリアに加え、草壁
港と池田港が挙げられています。
島の人たちが参加でき、小豆島
らしい芸術祭を行いたいと思い
ます。

福
ふく

島
しま

　祥
さち

仁
と

	議員苗羽小学校６年生議員の皆さん
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とは逆に小豆島がこんなことをしたいので、そ
れを担う人々を求めればひょっとして来てくれ
るのでは？と思います。勿論、それにはきちっ
とした受け入れ態勢を作らなければなりません。
　隠

お

岐
き

の島の海
あ

士
ま

町、国会討論でも取り上げら
れるほど移住者で活性化された町です。保育園
に待機児童が出るかも知れないなどとも言われ
ています。小豆島との違いは何なんでしょうか。
みんなで考えてみたい事柄ですね。

「この町を
よくするために」

　塩　田　　洋　介
　　（馬木自治会総代）

日
日
是
好
日

　
（
ひ
び
・
こ
れ
・
こ
う
に
ち
）

　

こ
の
言
葉
へ
の
思
い
�

こ
の
言
葉
を
耳
に
し
た
と

き
、
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
受
け
止
め
方
を
す
る
で

し
ょ
う
。
悠
悠
自
適
（
ゆ

う
ゆ
う
じ
て
き
）
と
い
う

趣
も
あ
り
、
そ
う
感
じ
る

方
も
…
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ち
ょ
う
ど
１
年
前
、
議
員

の
立
場
に
な
っ
て
か
ら
心

が
け
て
い
る
言
葉
で
す
。

　

日
日
是
好
日
…
町
民
の

皆
さ
ん
が
、
毎
日
が
輝
い

て
い
る
、
す
ば
ら
し
い
好

き
日
で
あ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
！

　

好
日
は
、
願
っ
て
い
て

も
、
待
っ
て
い
て
も
か
な

え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
た
め
に
、
私
た
ち
議

員
は
、
日
日
是
考
日
が
大

切
で
あ
り
、
日
日
是
行
日

で
あ
り
続
け
た
い
。
と
思

う
日
日
で
あ
る
。
合
掌
�

　
　
　

松
下　

智　
記

　

な
お
、
議
会
へ
の
傍
聴

　
（
６
月
予
定
）
に

も
お
越
し
く
だ
さ

い
。

編

集

後

記

議 会 日 誌
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本紙に対する
お問い合わせは

　

小
豆
島
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
ク
ラ
ブ
に
は
、
現
在
11
名
の

中
高
生
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
町
子
連
や
郡
子
連

の
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
や
、
茨

木
市
と
の
交
流
キ
ャ
ン
プ
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

４
年
前
か
ら
図
書
館
で
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
主
催
の
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
始
め
ま
し
た
。
80
人

以
上
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
て

く
れ
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

交
流
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
茨
木

市
の
子
ど
も
達
も
小
豆
島
の
子

ど
も
達
も
安
全
に
楽
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
、
小
豆
島
町
役
場
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
毎
年
キ

ャ
ン
プ
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で

は
な
く
、
講
義
を
受
け
た
り
、

研
修
や
大
会
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
た
く

さ
ん
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で

　私たちの島の「少子高齢化が止まらない」、
　「人口減少が進んでいる」。
　どうすればその傾向を少しでも和らげる事が
できるのだろうか。
　江戸時代から日本にオリーブが持ち込まれて
いたが、栽培目的が定まっていなかったから、
定着しなかったといわれているが、人々も同じ
かも知れない。小豆島に移住してきてもこれと
いう目的がはっきりしていなければ、なかなか
定着はできないだろうと考えられる。というこ

き
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
で
す
。

　

現
在
、
一
緒
に
活
動
し
て
く

れ
る
仲
間
を
募
集
中
で
す
。
小

豆
島
町
内
の
中
学
生
以
上
の
子

な
ら
誰
で
も
入
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

私
た
ち
と
一
緒
に
素
敵
な
思
い

出
を
作
り
、
一
歩
成
長
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
【
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
】

　

小
豆
島
高
校　

阿
竹
萌
香

　
【
お
問
合
せ
先
】

　

小
豆
島
町
社
会
教
育
課　
　

　

☎
０
８
７
９

︱
８
２
︱
７
０
１
５

小
豆
島
町
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

2014・醤の郷　景観整備事業の完成
写真（馬木地区）




